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作業中以外は

アイドリングストップ
本船入港・着岸待機時

荷役打ち合わせ時

５分以上作業が途切れる時
昼休み、休憩時間

暖機運転は短く（冬場８分以内、その他３分以内）
アイドリングストップの効果(参考)（＊）
1時間のアイドリングで，約1～1.5リットルの燃料を消費し，約500ｇ～１ｋｇの二酸化炭素を空気中に排出することになります。

	アイドリング時における燃費消費量及び二酸化炭素排出量
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	燃費消費量（二酸化炭素排出量（炭素換算）

	
	1時間あたり
	10分間あたり

	乗用車
（ガソリン車）
	0.8リットル
（510g）
	0.14リットル
（90g）

	小型トラック
（2t積ディーゼル車）
	0.5～0.7リットル
（360～500g）
	0.08～0.12リットル
（58～87g）

	中型トラック
（4t積ディーゼル車）
	0.8～1.0リットル
（580～720g）
	0.13～0.17リットル
（94～120g）

	大型トラック
（10t積ディーゼル車）
	1.3～1.8リットル
（940～1300g）
	0.22～0.3リットル
（160～220g）

	（環境庁資料）


（＊）　出典：神戸市環境局ＨＰ：
http://www.city.kobe.jp/cityoffice/24/sosiki/suisin/trf/idling-stop.htm
仕事のやり方を工夫し効率よくすれば、
地球温暖化防止に役立つことができる。
